
平 成 11 年 度
医学部前期入学試験問題 数 学 （時間：120分）

注 意 事 項
1 試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません．

2 試験中に問題冊子の印刷不鮮明および解答用紙の汚れ等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせなさい．

3 解答は，すべて解答用紙の所定の欄に記入しなさい．

4 問題冊子の余白は，計算等に用いて構いません．

5 試験終了後，解答用紙のみを回収します．



1 次の各問に対して，答えだけを書け．

⑴ x，yについての連立方程式
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が x “ y “ 0以外の解をもつように実数 aの値を求めよ．

⑵ Oを原点とする座標平面上にだ円 C :
x2

9
` y2 “ 1と直線 ℓ : y “ xがある．C 上の点 Pに対して，ℓに関して Pと

対称な点を Qとする．Pが C 上を動くとき，ベクトル ÝÝÑ
OP と ÝÝÑ

PQ の内積の最大値と最小値を求めよ．

⑶ 複素数 zが |z|2 ´ p1 ` iqz ´ p1 ´ iqz “ ´1を満たすとき，z ` p1 `
?

3qiの偏角 θ p0 ő θ ă 2πqの最小値を求めよ．
ただし，iは虚数単位，zは zの共役複素数である．

⑷
ż 3

1
x2plog xq2 dxを求めよ．ただし，対数は自然対数である．

2 正の整数 kに対して，2次不等式 x2 ` x ´
7
4

´ k ă 0を満たす整数 xのうちで最大のものを ak とする．

⑴ 正の整数 nに対して，ak “ nとなる kの個数を nの式で表せ．

⑵
500
ÿ

k“1

ak を求めよ．

3
⑴ 任意の実数 xに対して，次の不等式が成り立つことを示せ．

1
2

x2 ` cos x ŕ 1

⑵ x ă 1のとき，次の不等式が成り立つことを示せ．ただし，対数は自然対数である．

px2 ` cos xq logpx2 ` cos xq ` p1 ´ xq logp1 ´ xq ŕ x2 ´ x ` cos x ´ 1

4 f ptq “

ż π

0
pcos t sin x ´ sin t cos 2x ` xq2 dxとする．

⑴ f ptqを求めよ．

⑵ 0 ő t ő
π

6
において， f ptqの最小値を求めよ．


